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「
Ｏ
Ｂ
会
コ
ン
サ
ー
ト
し
に
つ
い
て
は
　
こ
こ
数

年
前
よ
り
徐
々
に
声
ガ
高
ま
り
　
平
成
元
年
度
の
幹

事
会
に
で
実
施
の
可
否
に
つ
い
て
検
罰
の
結
諌
　
具

体
的
な
行
動
が
発
起
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
機
関
紙

「
あ
る
べ
じ
０
」
第
４
〓
に
て
、

「
Ｏ
Ｂ
会
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
」
と
椰
し
　
会

員
を
募
集
致
し
ま
し
た
。
当
所
は
３
～
４
名
程
の
応

募
で
あ
り
ま
し
た
が
　
再
度
学
年
幹
事
を
通
じ
て
ご

推
選
い
た
だ
さ
０
３
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第

一
回
目
の
打
ち
合
わ
●
会
議
は
　
平
成
２
年
６

月
９
日
　
福
田
の
恋
路
〓
於
て
開
催
―

も
っ
と
ｔ，

基
本
的
な
コ
ン
，
―
卜
の
概
念
に
つ
い
て
討
議
致
―ン

ま
し
Ｅ
。
第
二
回
目
は
平
成
３
年
６
月
２
□

（曰
）

更
に
具
体
的
な
内
容
を
項
目
別
に
挙
げ
　
討
議
致
し

ま
し
た
。
そ
の
全
容
に
つ
い
て
は
本
紙
に
は
薦
き
得

ま
せ
ん
が
、
項
目
別
に
は
，
　
ス
テ
ー
ジ
講
成
　
２

出
演
者
の
選
出
方
法
　
３
、
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

の
役
割
　
４
　
会
期
　
５
　
練
習
方
法
　
６
、
会
場

７
、
経
費
に
つ
い
て
討
議
致
し
ま
し
た
。

当
「
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
の
難
題
は
　
合
ヽ
　
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
を
知
Ｏ
Ｌ
す
る
Ｏ
Ｃ
有
り
、
そ
れ
に
よ

リ
ス
テ
ー
ジ
構
成
、
出
演
者
数
　
会
場
等
が
変
動
０

る
も
の
と
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
集
中
的
に
討
議
さ
れ

～
平
成
５
年
春
に
向
け
て
～

ま
ｔ́
た
。
合
奏
　
ア
ン
リ
ン
ブ
ル
の
出
演
者
を
男
る

に
は
具
体
的
に
ア
ン
リ
ン
ブ
ル
の
‘
机
　
内
容
　
リ

ー
ダ
ー
　
由
日
等
を
明
記
す
る
事
ガ
望
し
い
と
い
う

結
論
に
違

し
　
〓
学
年
幹
事
に

λ
し
リ
ー
ダ
ｌ
ｎ
■

ち
を
撼
選
頂

く
事
よ
リ
ス
タ
ー
ト
致
ｔ．
ま
し
た
。

第
１
□
目
の
Ｉ
う
合
わ
●
芸
読
は
平
成
３
●
０
自

／
∩
（■
）、　
，，
ン
サ
ン
ブ
ル
］

‐
，
　
に
ｔ，
多
加
Ｌ

ζ
い
き
つ
―
●
―
の
）
望
を
組
３
●
渡
り
話
し
合
い

本
紙
掲
載
０
運
び
と
な
り
ま
し
た
．

Ｏ
Ｂ
会
と

し
ま
し
て
は

一
般
会
員
に
情
報
提
供
を

け
る
手
“
Ｌ
し
て
経
済
的
〓
本
紙
に
頼
ら
ぎ
‘
●
●

な
い
現
状
で
あ
り
ま
●
．
，
員
の
彗
■
に
ｔ，
〓
理
解

顔
本
た
い
と
，
ｔ、
ま
り
．

当
「
ノ
サ
Ｉ
Ｌ
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
見
通
し

等
把
め
な
い
部
分
が
多

‘‘
　
，
場
や
経
費
な
ど
再
マ

模
副
の
余
地
‘
あ
り
ま
す
が
　
入
場
料
に
つ
き
ま
し

て
は

（本
来
無
料
ガ
妥
当
と
も
思
え
さ
す
が
）
４
０

０
０
］
と
し
　
出
口
者
の
方
に
は
，
加
料
Ｌ
し
７
５

０
０
０
円
前
後
を
椒
集
●
る
予
ｔ
で
す
。

■

●
毛
ョ
会
¨
ｉ
西
的
概
言
，
　
全
角
Ｌ
ヽ
リ
ヨ

〓
●
■
ら
Ｌ
「
Ｆ
Ｌ
て
口
●
〓
ｔｌ
●
事
で
　
，
ロ
ｌｉｔ

Ｏ
ヽ
０
「
■
さ

“

（
■
槍
揮
き
　
話
長
）
す
こ
れ
〓

墓
さ
　
台
＾

‐
●
，
さ
ん
の
隋
●
量
台
」
●
■
画
し

ま
し
た
。
■
７
１
フ
ラ
，
Ｌ
存
需
し
●
■
●
ら
ど
お

た
に
こ
■
中
´
〓
●
●
で
，
レ
一
プ
Ｌ
　
Ｆ
り
■
く

の
「
Ｌ
＾
■
頂
き
賢
０
〓
■
〓
●
し
卜
を
再
度
Ｌ
わ

΅
で
ｎ
ｔ
う
と
ｔｉ
う
ｔ
●
■
りヽ
．
吉
〓
●
多
「
を
希

望
致
し
ま
り
．

参
丁
霊
頂
●
ま
■
″
２
●
―
，
に
記
載
ｔ．
ま

¨
Ｌ
．

Ｏ
Ｂ
ｔ
ｒ
ま
っ
て
以
来
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
咸
「

の
為
彗
様
の
ご
協
力
〓
助
万
を
お
願
い
餃
―́
ま
●
．

平
成
３
年
度
幹
事
会
開
催

平
成
３
年
度
Ｏ
Ｂ
会
幹
事
会
，
去
る
ア
月
７
日

（

日
）
、
大
阪
西
区
民
ｔ
，
，
―
に
で
『
催
さ
η
よ
し

た
。
■
回
は
新
０
８
■
し
モ
幹
事
の
―
古
代
さ
ん
は

士
再
●
都
合
で
欠
偏
で
し
た
が
■
つ
り
Ｃ
■
日
さ
ん

だ
出
席
。
来
年
目
の
Ｏ
Ｂ

ｃ
し
て
“
賜

（，
■
□
Ｅ

Ｉ
）
の
西
原
さ
ん
ｔ
出
席
　
紀
勢
４５
名
で

し
た
０

■
だ
っ
●
読
題
，
特
に
あ
つ
ま
せ
ん
で
Ｌ
●
ガ

議
長
の
９
期
何
本
さ
ん
よ
り

「
ｔ
事
熊
■

ヽ
が
●
り

，
に
読
題

，
世
社
●
拡
範
と
パ

ツ
シ
ス
Ｃ
つ
い
て
こ

ｒ
人
，
ま
し
た
．

Ｏ
Ｂ
含
も
，
年
で
あ
期
と
な
り
当
´
年
令
差
も
拡

，
て
き
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
に
対
し
て
積
極
¨
●
せ

ヽ
い
高
年
属
Ｌ
片
寄
，
て
い
る
ド
を
事
げ
　
苦
〓
層

の
Ｆ
生
化
な
ど
を
証
Ｌ
台
い
ま
し
た
。
決
論
な
出
る

様
な
ま
題
■
は
あ
つ
卜
Ｌ
ん
が

●
Ｏ
Ｂ
●
観
■
と
の
■
触
Ｃ
３
め
る
●
現
役
と
の
合

Ｆ
コ
ン
パ
を
■
‘
●
新
Ｏ
Ｂ
を
役
員
に
加
え
る
●
学

■
Ｌ
事
ｒ
も
Ｏ
Ｂ
会
●
■
事
を
し
て
ｔ，
ら
う

●
事
務

局
の
彙
り
を
■
つ
　
　
■
マ
●
意
見
が
「
　
こ
●
に

つ
―′―
で
［
向
さ
ｔ
ｔ
訂
Ｆ
る
三
と
な
り
ま
し
た
。
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第 6号 関西大撃ギタークラブOB会 「あるべじおJ (2)

いよいよ決定～OB会 コンサート

あなたも出演してみませんか。書:そ:42完憲炉しました。

|コ合奏 アンサンブル要員 E独  重奏者(クラシック フラメンコ)、アンサンフル他
回 は実行委員会の打ち合わせ会議にて企画、]は OB会 々員の独自企画です。)

OB会 々員(規約に基き、関大ギターフラフに在籍したことのある万)
平成5年春、日曜日の年後2100(合奏 アンサンフルの練習スタートは平成4年春以降の予定です。)
コンサート開催の経費とします。申込み〆切後の出演者数、会場等により決定されますが、
4人5000円位と思われます。

出演希望内容を明記の上(例:屋一②合奏「あ父さんの晴れ舞台J3rdギ ター)
期名 住所 電話番号 ご氏名を書いて、4ベージの実行委員会メンパー(誰でも結構です)ヘ
ハガキ、又はFAX(06351-6750□ 」ス上田新平)、あ電話での申込みも受付けます。
平成3年14月30日 (¬―②合奏につきましては、練習開始後の参力Ot.可能です。)
合奏 アンサンブルは、定員に達した場合他のアンサンブル又は他のパートヘ移行させて頂く場合もあります。
練習場の費用等―律ご負担頂く場合もあります。

●公募種目

●資  格

●会期予定

●参 加 費

0申 込方法

●申込メ切日

●注意事項

日 含 奏 ・ア ン サ ン ブ ル (実行委員会の打ち合わせ会議で企画しました0

①ポピュラーアンサンブル (リーダー:a期北島和彦)
※カンタンなアレンジで気軽に楽しめるアンサンフルです。アニメの主題歌を中0と します。
●曲目(予定):となりのトトロ他
●定員数 :4stC、 2ndC、 3rdC各 2名、パーカッション(電気488)×4名、酎フ名
●練習 :平成4年 4月 頃より開始、合宿も考慮しています。

②合奏「お父さんの晴れ舞台」〈仮称)G旨揮者:9期竹本真―)
※現役4回生程度の楽譜でどなたでも参加できるアット ファミリーな合奏です。もちろんあ8さ んも
独身の方もOKで す。現役時代を思い出して、青春をもう一度/

●曲目(予定):ベールギュント組由より、ツルベークの歌、カルメン組由より、闘牛■の歌、ドピュッ
シー月の光、ショバン夜想由No3、′ヽ ンハ2つのメヌエット ト長調、ラメンキー行途曲

●定員数 :無制限、lstC、2ndG、3rdC、4thCの 4バ ートです。こ希望のパートを申し付け下さい。
●練習 :平成4年春楽譜送付(個人練習)、全体練習は秋頃力らスタートの予定です。

しゝヽ～パLlt― 拠 樫
※練習は自宅でじっくりと一 ぁとはリハーサル 当日の2回 の来阪でOKで す ′

1～29期まで巾広い参加を期待しています。奮つてご参加ください′

③フルートアンサンフル (リーダー:6期上田新平〈フ,レート〉)
※パロツクを中心にじつくりと間がせるアンサンブルを考えています。
●曲目(予定):′ ンヽハ管弦楽組曲l●2よ り抜粋他
●定員数 :4stC、 2ndC、 3rdC各 3名 位
●練習 :平成4年 春楽譜送付G口人練習)、全体練習は3ヶ 月後位からスタートの予定です。

□独奏・重奏(クラシック・フラメンコ)。アンサンブル他
※基本的に個人練習です。リハーサルと当日のみの参加となりますが、演出会議等にご出席願う事が
あります。 Xご 自身以外に適切な出演者がいればご推選ください。

※演奏時間等は申し込み〆切後に検言Jします。
X独 自でメンパーを確保できるフンサンプルを組まれる場合、一般公募は致しません。

0詳 細は実行委員会メンバーのどなたにでもお気軽にお問い合わせください。



第 6号関西大学ギタークラブ0日会「あるぺじお」

現
役
〈口同
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
田
部
緑
地
へ

平
成
２
年
「
月
■
（日
）

第
２
コ
ロ
の
現
役
合
同

り
つ
レ
ー
シ
コ
ン
が
服
部
緑
地
に
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
１
□
日
は
芦
屋
ロ
ツ
ク
ガ
ー
デ
ン
。
現
役
生
に

と
っ
て
は

．
う
よ
っ
こ
」

０
０
に
と

っ
て
は

「
が

な
り
」
ハ
ー
ド
な
あ
隼
り
と
な
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
の

中
で
は
、
場
所
を
聞
い
た
だ
け
で
も

″行
き
た
く
な

い
″
と
い
う
万
も
あ
ら
れ
た
と
ガ
。
今
回
は
そ
れ
を

ふ
ま
え
て
　
，
ど
う
か
は
疑
間
で
す
が
　
家
か
ら
歩

い
て
５
分
と
い
う
０
本
さ
ん
が
独
晰
で
？
選
ん
だ
そ

う
で
す
。
他
の
人
よ
り
も
多
く
睡
眠
を
取
る
こ
と
が

で
き
た
彼
は
と
て
も
元
気
で
、
堺
市
よ
り
は
る
ば
る

Ｏ
ｕ
し
の
本
村
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
　
と
い
う
様

子
も
な
く
大
は
じ
ゃ
ぎ
で
あ
り
ま
し
た
。

一ヽ

膨

拷

了

×

う
回
の
参
加
者
は
Ｏ
Ｂ
と
家
族
で
９
も
、
現
役
四

▼
つ
通
り
ほ
ぃ
と
す
。
多
加
３
は
０
８
に
限
り
ま
せ
ん
。

つ峰“［詢誅』酬鰊れ『請おい出「慨柳̈
罐
一”外一″い」郵［け̈
御れ膨（食事）ヽ
マイコ

［̈
¨̈
】改̈
『［崚剛咽に演奏。なごやか
継」崚』魏」舞疇“凱］「ほ「」琥”坤”別猜

の議睾』剌】向載パ螂「いつ利一脚いけれ］
罐いに」［“］康Ｐ一申皿り「卿［口一社力咋

中̈“『̈』̈峙峠̈̈
ｍ̈̈驀一̈讐一一一一］̈［̈警̈『̈̈
』̈̈］一̈呻躇】』囃

ら
え
る
様
に
　
河
内
長
野
の

「関
西
サ
イ
ク
ル
ス
ポ

傘
合
は
¨
■
　
前
日
●
之
の
判
断
と
取
Ｌ
ま
す
。

営型けめ請田“崚嗅［時」けど舞時『拳岬｛
〕め間合障触相向『本

回
生
３
る
　
三
回
生
３
名
、　
一
回
生
４
名
の
計
“
る

０
ご
家
族
、
友
人
ｔ
ご

一
結
Ｃ
楽
し
い

一
［
を
過
し
ま

で
前
回

（Ｏ
Ｂ
Ю
名
　
現
役
６
首
）
と
同
数
と
な
り

〕
・
ん
な
。
場
所
は
関
西
サ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

/1XYヽ イ×イXXX`Xイ アうrκ栞ズxズ xxxズ ×κズズズ資
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|百 =了 ‖=価 ,,‐ ,

口
日
会
会
員
名
簿

第
４
期
　
　
佐
藤
　
紀
之

先
日
、
同
期
の
林
君
よ
つ
ス
し
ぶ
り
に
電
話
が
あ

り

「
あ
る
べ
じ
あ
」
の
原
稿
を
依
頼
さ
れ
た
。
簡
単

に
Ｏ
Ｋ
し
た
の
は
良
い
の
だ
が
　
な
に
ぶ
ん
に
も

″書
く
″
　

と
い
う
こ
と
を
苦
手
と
す
る
私
、
何
気
な

く
名
簿
を
引
っ
ば
り
出
し
て
ベ
ラ
ベ
ラ
と
め
く
つ
た
。

姫
路
に
範
勤
し
て
早
い
ｔ，
の
で
４
年
目
　
近
隣
に
Ｏ

Ｂ
会
員
、
ま
が
い
る
０
な
あ
と
か
、
同
業
の
人
は
い

る
か
な
あ
と
思
い
な
が
ら
　
―
‥

姫
路
地
区
―
天
Ｓ
さ
ん

（３
期
）
掘
さ
ん
（５
期
）

水
野
さ
ん

（“
期
）
高
倉
さ
ん

（２４
期
）
竜
野
地
区

‐
松
山
さ
ん

（６
期
）
福
崎
さ
ん

（褐
期
）
高
松
さ

ん

（４８
期
）
宍
彙
郡
―
谷
□
さ
ん

（セ
期
）
田
畑
さ

我
ら
、
ロ
ッ
キ
ー
ク
う
ブ

私
達
６
期
生
の
集
い
を

「
ロ
ツ
キ
ー
フ
ラ
ブ
」
Ｌ

Ｌ
し
よ
●
．
Ｏ
Ｂ
会
総
会
と
は
別
に
　
提
唱
者
が
い

れ
ば
随
』
　
〓
期
の
者
ｒ
ｉ
ま
う
う
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す

、

〓
Ｅ
は
、
あ
Ｗ
つ
さ
ん
の
岩
崎
な
‐隼

ま
，
‘
飲
も
～
」
Ｌ
言
っ
て
る
矢
先
に
会
副
●
し
■

い
た
藤
野
ガ
■
Ｌ
へ
童
身
●
任
す
る
こ
と
に
な
り

急
遠
　
送
別
を
美
ね
■
の
集
ま
り
を
３
日
″
［
に
も

，
ま
し
■
．
「
メ
チ
カ
曽
根
崎
詈
前
に
集
ま
っ
た
４５

オ
●
■
■
名
ガ
，
Ｅ
ゾ
ロ
Ｌ
会
場
へ
向
い
ま
０
．

皇
高
は
言
崎
が
手
配
　
豪
華
中
■
料
理
の
一
―
ス

〓
お
迪
ば
叡
み
成
題
で
低
料
金
、
ス
ゴ
イ
″
¨
東
さ

０
，
９
９
，
，
９
，
マ
，
Ｖ
マ
ツ
０
，
９
０
０
０
６
０
メツ
マ
ツ
マ
ツ
９
９
９
９
９
，
９
０
◇
０
０
０
０
◇
０
０
０
０
◇
０
０
０
０
０
０
０
ム
Ｘ
Ｘ
×

“
も
会
場
到
言
で
，
■
●
加
わ
り
、
２
儡
中
「
６
●

，
加
．
食
べ
　
叡
み
な
●
ら
話
題
は
吉
ユ
と
頭
〓

酒
冒
　
椙
■
●
Ｆ
下
や
ビ
康
の
具
合
等
．
●
で
に
同

期
よ
り
２
‘
０
■
改
■
ｔ
い
‘
だ
け
ｒ
力
を
会
０
し

■
■
り
合
え
る
ヽ
間
ｔ
●
菫
な
も
の
で
す
。
２
，
会

Ｌ
Ｎ
■
命
●
高
田
●
●
宰
「
●
パ
フ
ラ
ウ
ン
●
．
岩

崎
、
瀬
崎
が
他
の
を
い
言
達
を
泣
い
て
実
わ
リ
ス

Ｔ

ん

（一カ
期
）
加
占
川
―
臼
丼
さ
ん

（５
卸
）
と
”
‘
．

同
業
者

（医
薬
品
業
界
〉
　

松
田
さ
ん

（４
期
―

三
井
）
今
日
さ
ん

（４
知
―
ヤ
ク
ル
ト
）
須
知
さ
ん

（５
期

―
ウ
ー
ル
カ
ム
）
藤
田
さ
ん

（８
期
―
力
「
）

リ
ン
）
Ｌ
，０
名
．
播
鷹
在
住
の
方
　
向
業
の
万
、
，

回
の
Ｏ
Ｂ
会
奏
し
み
に
し
て
あ
り
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
会
の
皆
さ
ま
　
あ
な
た
の
家
の
，
ぐ
近
く
ｒ

あ
な
た
の
会
社
の
０
く
近
く
に
Ｏ
Ｂ
会
員
は
り
ず
い

う
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
会
員
名
簿
を
，

一
度
、

御
活
用
を
１
　
　

、

森
さ
ん

（「
期

キ
ツ
セ
イ
）

水
野
さ
ん

（１３

期
―
科
研
）
宮

崎
さ
ん

（Ъ
期

―
大
′
）
置
日

さ
ん

（“
期

‐

口
商
）
一局
倉
さ

ん

（２４
期
　
‐

Ｃ
Ｉ
）
と
私

（

４
期
　
■

●‐
―

―
プ
を
，
Ｌ
め
　
３
●
ｔ，
諮
獣
●
時
を
迎
´
ま
し
た
．

（文
　
上
田
新
，
）

00FFEE T:ME
★ 10:00AM～6:00剛 ★

ll1 6 4 9 681 6

′ヽ「,1■■ 補吉
'壼

,う
アヽ ′ロー,1 ヒ

'地
皓

PUB T:ME
★5:00pM～ 11:00剛 ★

MODERN
JAZZ

ァ、′コ タリー

(大 小 宴 会 承 り ま す 。)

■枯帖,(■=,■=■ 口11景合い■ ,1き納式

■■事
't■

新楽||■ハーステー, 一ヽテ

■フ●●フ,′、一テ●■Aハ  , 日昼食=

■■■■ ■同さ,日 ′う●=口 謝恩会

■テー
'●

●マナー請Li■ =譲 ■ ■|ナ  ■

■彙「= 出張′ヾ ―″ 承 ります

●千11ホ店 =き た

a ll‖凛
 1,ミ

■千林本店      ■南本店
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‐３
期
、
家
族
周
鐸
の
周
宣
会

Ｆ
一　
Ｅ
　
神
戸
三
宮
に
て
　
十
三
期
卒
●
生
の

口
〓
会
が
●
ｔ
●
わ
れ
ぎ
ｔ′
ｔ
。
前
回
の
同
窓
会
，

ら
、
小
■
そ
８
年
近
●
●
Ｆ
Ｆ
´
過
ざ
て
い
ま
―ン
た
０

●
●
け
　
幹
〓
を
し
て
■
４
ｔ
　
合
本
氏
の
大
変

●
■
■
と
　
＾
〓
計
を
坦
些
Ｌ
こ
●
●
●
　
胚
＾
■
０

（
，
，
■
　
■
再
生
´
名
中
　
Ъ
〓
Ｌ
そ
の
家
族
な

三
‘
り
　
４
”
４ｂ
吊
Ｌ
ぃ
ぅ
大
き
な
隼
，
つ
と
な
ｎ
´

第
９
期
新
年
会

ム

●
↓
―
―
月
，

‥‥
Ｔ
●
２
「
■
「
■

い
●
Ｂ
去

の
新

た

，‐
―
“
■
ヽ
ｔ
，
＾
´
９
■
「
■
会
●
性
さ
れ

■
．
＾
■
ど
＝
　
月
―
■
　
田
¨
Ｌ
　
藤
■
Ｒ
　
細

――
■
″
　
中
出

一―――
叫
席
”
）
‘ヽ
，‐，
　
西
出

一Ｆ
姓
Ｐ

ＩＩＩ
一
卜

′―‐
〓
■
ど
す
●
“
Ｐ
「
〓

（●
ビ
〓
［
Ｌ
８

名
¨
■
“

●
．

同
―――ｌ
ｉ
ｌ‘ｔ　
●
部
●
４
　
５
■
‐●‥
「
Ｌ
‘
二
■
Ｅ

催
し
て
い
●

●
　
〓
●
以

●
　
約
輌
「

‘
［
■
¨
う
。

■
回
―‘１
，
＝

昴
●
――――
●
Ｉ

人
あ
り
　
■

●
ｒ
西
出
ヽ

′―，
は
　
卒
訃

以
来
の
頭
今

わ
せ
で
　
了

育
こ
　
了
ど

も
の
教
育
の

話
こ
盛
■
「

た
よ

つ
だ
。

男
性
ぼ
　
湾

に
っ
い
て
、

ド
戦
争
と
■
タ
ー
青
楽
の
間
Ｆ

（
？
）

煎
出
な
議
論
ガ
展
開
さ
れ
た
。

“
■
は
砧
生
宅
が
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
｝
変
り

し
　
３
時
間
の
予
定
ガ
■
待
ど
お
り
深
夜
ま
で
盛
つ

ｔ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
´
に
―′
て
も
、
あ
の
マ
イ

ク
の
争
奪
戦
に
　
■
タ
ー
に
対
●
る
情
熱
を
は
る
か

に
上
回
る
も
の
こ
あ
っ
た
。

（′
“
ｒ
さ
●
″
――
●

・
さ
′，，
０
●
門
●
ヽ
ま
る
よ

，
期
中
―
第
０
期
，
を
や
ら

，
と
警
い
あ
っ
た
。

‘
′―，
Ｃ
●
●
●
■
」
い
　
日
Ｌ
な
り
ま
し
た
。

（
，
　
■
本
真

一
〕

〈広告募集′)
あなたの会社 お店などのP
Rに 広告欄をこ利用下さい。
サイズ 料金は次の通りです。
(約50o部 発行します。)

1段全面    8m円

1段 1/2     5,000円
(お グラナダ

`ん
の●|イズです,

1臓1/4     3,000円

0そ の他  ご相談承 ります.

諄嬌は●集姜難 で

～ 第 1回 ～

関西選抜学生ギタリスト大会

■■il■ 「■■ ■重■■■||●

“岡田小津恵 "=六 )

足立 琢也 (■メ)

鈴木 尚文 (71)

酒丼 望子 JIに
'徳永 久志 「||メ)

阿波田康裕 `京人,

日時 19:年 |"13日 = |]10]

場所 1肥後鳴 人阪「=又 に情報センター

入3月 :ち10円

=催 /ク ラナタ (03)]]41267

ぎ屯ン2夕 ラ`,グ F囃

…

     [三漏=冊1: t.H ittl・争tジ・―t.`F,

奮(06)314-1267    .

Ftttξtt g三ッ;`ミニコンサート
11/3 111  亨(o, 1/1: 上田 東治(C)

]/3 岡山 友樹(C) 1/28 川渭  誠(c)

1/15 猪居 信之(c, l1/20 鈴木 正明(0)

Al‐

月1氷 内 キター理さ語リ  クラシックギター    クラッシクギター
なかの かつき   ,播 川 博   日 措居 信之

貸tDレンタルスナック ●ア
' 11-テ

―́tt==う モ|

Si鳥」嘉専鸞ri入 藤り で翔レじ
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鈴
鹿
よ
い
と
こ

第
５
期
　
　
上
村
　
泰
彦

「
名
篇
で
す
。
」
と
言
う
突
然
の
電
話
に
、
ど
う
い

う
返
事
を
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
る
間
も
な
く

ま
る
で
昨
目
も

一
緒
に
い
た
よ
う
な
気
安
さ
で
話
を

し
て
い
る
自
分
が
后
じ
ら
れ
な
い
気
が
し
ま
し
た
。

覚
え
て
い
て
く
れ
で
あ
リ
ガ
と
う
。
な
つ
か
し
か
っ

た
な
あ
。

ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
に
は
、
二
年
の
■
に
定
演
を
聴
き

Ｅ
行
っ
て
熙
激
し
　
翌
日
入
部
を
］
し
込
み
に
行
っ

た
と
い
う
中
逮
半
端
な
部
員
で
、
結
局
は
カ
ル
カ
ツ

シ
の
教
則
本
も
入
□
付
近
で
ウ
曰
ウ
ロ
し
た
だ
け
の

落
ち
こ
ぼ
れ
部
員
だ
っ
た
私
に
原
稿
セ
頭
ガ
く
る
と

は
，
Ｅ
も
著
え
な
が
っ
た
の
こ
う
う
た
え
て
お
り
ま

０
が
　
ル
ツ
ク
ス
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
憶
え
て
い
る
人

も
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
ひ
と
こ
と
。

私
の
職
場
は
鈴
鹿
市
役
所
企
画
調
整
課
で
す
。
鈴

鹿
市
と
言
え
ば

「
あ
の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ツ
ト
の
あ
る
市

で
す
０
，
ヽ
と
閏
か
れ
る

鈴
籠
市
で
す
。

夏
の
８
耐
は
若
者
の

″あ
伊
勢
参
り
″
な
ら
ぬ

鈴
鹿
参
り
″
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
街
中
が
全
国
各
地

か
ら
の
ラ
イ
ブ
ー
で
あ
ふ
れ
、
―
月
末
の

「
Ｆ
４
，

一フ
ン
プ
リ
」
で
は
生
活
遺
絡
ま
で
車
が
入
り
■
ん
０

市
民
生
洒
も
マ
ヒ
，
前
に
な
り
よ
す
。

い
く
ら
地
元
で
ｔ，
ブ
ケ
ツ
ト
ガ
手
に
入
る
わ
け
も

な
く
、
風
に
流
さ
れ
て
く
る
爆
音
を
聞
き
な
が
ら
、

ハ
イ
レ
グ
の
レ
ー
ス
フ
イ
ー
ン
を
ス
ク
ベ
面
し
て
眺

め
て
い
る
の
ガ
精

一
林
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
あ
ｕ
ｔ′

に
な
っ
た
人
が
あ
め
ビ
い
い
ら
っ
し
や
る
と
思
い
ま

す
。
外
国
で
の

「
∽
Ｃ
Ｎ
Ｃ
不
＞
‐
の
知
名
度
は
抜

群
だ
そ
う
で
　
，
　
市
は

「国
際
交
流
都
市
」
を
め

ざ
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
り
。
え
え
と
こ
で
っ
せ
ノ

在
学
中
の
病
気
″
原
因
Ｃ
今
で
は
車
イ
ス
で
の
生

汚
に
な
っ
て
し
よ
い
ま
し
た
が
、
車
も
運
転
で
き
る

し
、
段
差
が
な
け
れ
ば
ど
，
」
へ
で
も
自
分
で
行
け
る

の
で
職
を
失
う
こ
と
も
な
く
、
０
身
共
に
ポ
［
ボ
ロ

に
な
っ
た
時
期
ｔ
何
度
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
，

と
二
人
で
楽
し
い
薔
日
を
濁
ご
し
て
い
ま
す
。

林
先
輩
の
あ
の
太
い
指
で
の
豪
快
な
演
奏
や
、
今

で
も
語
り
草
に
な
っ
て
い
る
０
あ
ろ
う
　
欠
島
先
“

の
定
演
で
の

「
ノ
ラ
ン
フ
エ
ス
協
＾
曲
」
を
生
で
聞

く
こ
と
が
出
来
た
〓
Ｌ
、
野
尻
湖
、
市
１１１
、
小
豆
島

な
ど
で
の
合
宿
な
ど
　
フ
ラ
フ
で
の
日
々
は
私
の
人

生
Ｃ
の

′宝
ろ
箱
″

の
よ
う
な
も
の
Ｃ
●
。

ク
ラ
ノ
の
歴
史
を

引
き
継
い
で
后
躍
を

続
け
Ｃ
く
れ
て
い
る

現
役
の
み
な
さ
ん

並
び
に
Ｏ
Ｂ
語
氏
の

ま
０
ま
り
の
健
康
″

あ
祈
り
し
て
ベ
ン
を

置
き
ま
り
。
あ
元
気
で

（
あ
ｔ，
ろ
な
い
も
′―，

法
い
こ
し
ｔ，
た
　
ご

め
ん
）
ひ
Ｌ
り
ご
と

平成3年 度 主な年間行事

2月 5日 さよならコンサート(誠之館192唸 議菫)

違い出しコンパ(梅田ニューミュンヘンll大使館)

3月 フ曰～9日 強化練習

口～ 3日 春合宿(′ヽチ高原 ホテルやまとよ)

4月 フ日 立命館大学との交歓演奏会(立命館大学 以学館)

4月 0曰 新入生歓迎浸奏卸 関大 特別講堂)

4月27日 23日 新入生歓迎オリエンテーション

仰衣青少年センター)

5月25日 第24回独奏演葵会(吹田市文化会館メインシアター)

第28固定期台同演奏会(壼中アクアホール)

フ月6日 前期総会

9月 5曰～9曰 強化練習

9月 日～ 9曰 夏合宿輌尻湖 野田屋ホテル)

o月1:曰 3曰  第l次強化合宿(信貴山 柿本屋)

o月26曰 27日 第2次強化合宿信 貴山 柿本屋)

月o臼 第29回定期演奏会 (岬市文1`魏メイシアター)

第29回定期演奏会のお知らせ
平成3年 1月8日壼 午後6 oo分吹田市文化会館メイシアター中ホール

モーツアルト 1魔笛J序 曲

ボンセ'ソナタ クランカJ1 234楽 薫

0ア ンサンフル

バッ八'シャコンヌ,

アントニオ カルロス ジョビン'おいしい水,

ジプシー キングズ|パッション,

アントニオ カルロス ジョビン'イバネマの娘,

フリート ロトリケス レジェス'海と空J

パコ ベーニャ|カー二十,

郡
下
を
引
き
連
れ
て 現

役
部
弓
数
も
ひ
と
頃
は
４‐
名
と

お
う
込
み
、
Ｏ
Ｂ
達
を
ヒ
ヤ
リ
と

さ
せ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
　
，

年
は
”
局
と
盛
り
返
し
ま
し
た
。

そ
の
Ｌ
四
口
生
が
ら
名
で
す
の
で

来
年
度
は
も
う
少
し
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

二
●
生
は
ヽ
名
と
多
く
　
二
回
生
が
４４
名

し
，
や
か
な
ス
ア
ー
プ
ｒ
な
る
こ
と
請
け
合
い
。

例
年
、
Ｏ
Ｂ
の
来
場
が
つ
く

一
，
さ
び
し
い
定
演

で
す
が
、
今
年
は
ビ
ひ
ぜ
ひ
●
願
い
し
ま
●
．
同
期

の
方
通
し
連
絡
を
取
り
合
つ
て
、
ご
蒙
族
同
伴
で
、

●
”
名
で
●
．

定
演
の
う
も
今
年
は
ラ
テ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ガ
侵

洒
．
住
年
の
Ｏ
Ｂ
に
は
慄
し
い

ら
々
汚

。4回 生小合奏

。大台奏

ベペ マルティネス'トリアーナの祭,(フレリア)

ビ八ルティ'調和の霊感,作品3より協奏曲鉤 番二短調

ブラームス嗜 劇的序曲,

多
y/1

ご
来
場
く
だ
さ
い
′

口季合宿 野尻湖 野田「ホテルにて

か
ん
ば
っ
て
ま
す
〃

固
□
大
学
暉
タ
ー
タ
ラ
ブ
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近
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の
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第
１８
期
　
　
■
月
　
孝

一

Ｉ
■
を
お
知
●
―Ｉ
Ｌ
■
●
。　
　
Ｌ
言
一́
て
■
　
―

Ｆ
●
ｔ
，
●

″
ｔ
知
〓
■
一こ
と
，

一
●
；
〓
』
も
，

い
に
思

い
ま
Ｆ
●

　

し
ば
〓
■
あ
■
●
合
，
■
ご
●
．

二
勤
こ

――
●
Ｉ
イー
●
■
戸
を
め
●
●

一́
　

店
鳥

祟
■
福
―――
市
に
越

し
■
さ
二
　
一年
■
．
■
〓
性
帯
●

―
「
●
営
■
と
し
て
　
キ
Ｌ
＝
　
匹
口
¨
Ｗ

「
「
―――‐―

を
う
う
●
う

一
■
●
り
ま
す
．
，
■
は
　
四
４
前
Ｌ

ｔ
婚
Ｌ
た
女

房

一
人
に
Ｔ
，

一
人
．
三
人
〓
り
下
「

て
　
●
一́
二
〕
ｉ
つ
っ
ま

一
●
―‥′
穏
■
■
●
生
渭
‘

営

沖
■
い
る
　
■
ビ
こ
”
旧
τ
■
つ
●
■

、

Ｌ
ｔ

近
況
■
■
‘
り
．

さ
二
彗
ｉ
　
一弔
山
と
Ｌ
，
コ
を
，
一〓
じ
こ
●
●
．

■
Ｌ
県
で
は
■
壼
■
に
，
ｔｌ
■
、
二
舌
ヨ
●
＝
市
■

ば
，
つ
●
●
オ
、　
一
般
〓
「
名
度
●
■
■
．
■
１，こ

´
■
●
ら
す
■
Ｌ
よ
●
Ｉ
「
〓
●
た
■
●
た
。
―亡．
島

具
●
”
●
喘
　
Ｌ
道
●
隣
り
と
言
え
ば
ほ
ぼ
〓
寧
し

だ
，
●
●
，
い
，
■
．
特
に
Ы
■
■
沖
に
ｔ
意
ま
●

す
　
町
そ
●
■
●
「
■
´
と
言
っ
た
特
長
●

■
う
”

１１
■
¨
●
Ｌ
．　
三
「
■
言
「
で
イ
ン
ーー
フ
Ｌ
Ｌ
，
け

る
「
で
は
■
つ
■
●
●
　
●
め
ば
“
こ
■

」
マ
こ
，

Ｌ
●
這
■
〓
う
町
■
●
こ
り
よ
●
．

●
こ
■
■

，^
ユ
■
●
●
つ
ま
●
，
）福
山
，
ら
に

二
目
●
■
常
に
近
――
．
特
〓
Ｌ
道
●
●
●
と
　
ロ
ゴ

■
経
Ｌ

´
■
●
こ
徊
巧
分
■
到
着
■
●
．
■
意
気
Ｌ

伏
見
に
て
元
気
で
や
つ
て
ま
す
ノ

第
四
期
　
　
佐
藤
　
洋

一
年
■

―――
＝
場
●
″
［
■
卜
●
Ｌ
●
イ

ーチー
●
Ｌ

に
引

っ
す
Ｌ
■
有
な
●
■
●

■
，
´
１
１
「
■
た
Ｌ

●
［
●
に
■
●
い
■
一人
言

」
Ｌ
二

‐―
．
■
●
山
山
Ｌ

口
Ｆ
小
龍
Ｆ
●
■
●
〓

一，
Ｌ
十
■
‐―‐
卜
，
”
鵡
●

●
ｎ
■
甲
■
「
”
■
「
気
＾
●
■
Ｌ
●

一
´
●
］
＝

「
。
Ｌ
●
Ｌ
ｒ
Ｏ
Ｌ

甲
郁
¨
ｉ
“
―す‐
●
４
■
Ｌ

」
に

■
中

′、
●
●
■
”
「
人
，

‐
Ｌ
●
ｒ
１１‐
「
品
１１‐
●
――

●
高
●
ｔ
●
割
ｒ
¨
■
い
１，
い

」

ム
，い

一――――
■
■

■
●
Ｆ
●
●
た
し
な

一
■

●
●
１
‐
Ｌ
「

・１
１１
“
●
一

ヽ
Ｋ
Ｘ
Ｙ
マ
マ
）ス
Ｘ
Ｋ
Ｘ
●
Ｖ
ヽ
Ｋ
ｘ
一●
ヽ
ス
ー
Ｘ
●
“マ
イ
ヽ
マ
■

●
橋
●
ハ
■
、
Ｔ
■
■
］
．
●

一
¨
●
――
円
喘
●
∵

●

」
Ｌ
す
●
●
■

´
１
●

‘―
¨
■
■
　
１１１
１１‐‐
ト

ル
一■

■
一
こ
「
■
卜
●

■́
印
一
¨
―――
中
叫

―
●
「
＝
］
．
■

テ
●
一
〓
´
．
Ｌ
■
Ｌ

，́
‐
■
―――

‐‐‐，―‐
■
』
・
Ｌ
■
．

〓
　
ヽ
信

ｌｔ‐
Ｌ
■
［
●
中
．
，
た
■
市
Ｌ
■
●
　
，

て
ヽ
さ
い
．
〓
＝
山
■
．■
国
鷹
●
″
■
　
に
　
，
―ナ‐
前

Ｆ
●
■
●
■
ｆ
Ｌ

‘Ｉ
Ｌ
ｌ
●
　
　
沖
●
‐
■
―
●
山

――
●
●
知
¨
■
●
ん
こ
Ｌ
た
．

す
●
　
〓
′‐‐
●
・　
ハ
■
●
　
●
Ｌ
¨
■
イ‐
言
ヽ
■

●
■
Ｌ
ｔ
●
　
Ｉ
体

一
沖
■
■
　

´
二
や
「
置
ヽ
■

い
と
思
ｔｌ
ま
「
．
卒
■
Ｌ
ｒ
●
や
■
■
．
ヽ

　́
‐
¨

一■
は
■
，
●
「
ｈ

ッ̈
い
‘

Ｌ
「
い
●
Ｌ
■
●
　
●
，

―
証
■
　
Ｈ
ヽ
い
出
Ｌ
鍋
一
，

‐―
ル
¨
一
“
¨
「
「
一
ｉ

ｔ
Ｆ
●
さ
●
，
■
●

・１
．

新
Ｏ
Ｂ
で
す
、
ど
う
ぞ
よ

ケし＜‐川「‐∃

、
年
Ｌ
“
新
●
３

”^
用
一
は
“
名
ｒ
　
Ｏ
Ｂ
の

“
な
せ
４
７
１
３
と
ｔ
〕
■
し
，
．
ｒ

争
Ｆ
元
部
長

●
と

‐‐‐
代
■
■
さ

ん
ｒ
り
．
新
●
日
の
〓
所
”
を
同

Ｐ
い
●
Ｌ
ぎ
●
■
．　

‘―〓
■
持
●
●
儡
■
，
フ
イ
ル
に

円
Ｌ
了
Ｆ
百
Ｌ
‘
卜
さ
い
．

〓
‘
■

　

てＦ
う

一●
こ
肛

い
１・Ｉ
●
し
ま
●
．

―

●
ｒ
‐１‐
「
――
―
け
Ｌ

・
●
■
把
“
ｔｉ
■
，
―
　
”

“
１１

●
ル
■
―
「
　

―

石
●
■

」
‐
Ｉ
Ｌ
た
．
´

¨
■

「
４
¨
「
人
，
■
　
‐
¨
Ｌ
●
‐―
Ｉ
Ｌ
‘
と
い

●
■
′サ
一
Ｌ

‘―
■
一
‘
ｉ
■
彎
●
　
■
町
に
■
・っ

ｒ
　

●
〓
，
い
■
●
．

「
い
―――
■
Ｏ
Ｂ
，
こ
―

一
●
‐
Ｌ
を
中
ｔ
さ
れ
´
と

い

，

１
・
´
Ｈ
〓
Ｌ
都
古
な
っ
け
ば
，
加
●
ｔ
ｒ
ｔｉ

ル
●
ヽ
，
い
●
■

、一
ｒ
●
「
〓

，，
．

【役
員
異
動
公
〓
計
こ

〓
ご
の
６
期
Ｆ
平
●
一
●
工
「
”
お
　
本
三
３
月

よ
つ
０
学
●
稲
生
哲
■
●
ん
に
引
さ
●
●
■
〓
」′
Ｅ
．

Ｌ
長
の
こ
支
援
を
お
願
―
′―
い
た
し

み
，
．

会
費
払
い
込
み
の
お
願
い

日
年
お
願
い
Ｌ
‘
わ
［
・ま
す
０
　
会
賓
●
□
収
率

が
■
マ
Ｌ
下
し
て
あ
り
　
Ｏ
Ｂ
含
●
運
営
ボ
況
●
■

化

´
て
い
る
現
状
こ
●
．
５
〓
ｒ
卜
●
日
会
「
，
サ

Ｉ
Ｌ
■，
予
定
●
■
で
あ
り
、
現
●
へ
●
●
損
等
●
Ｆ
・

動
ガ
制
約
さ
れ
■
●
．

同
封
●

‐払
込
″
通
知
票
」
に
期
電
　
Ｌ
名
を
，
一

記
入
の
上
、
あ
手
摯
‘
］
が
郵
や
局
に
て
払
い
■
み

く
だ
さ
い
。
尚
　
定
演
当
日
に
ｔ，Ｏ
Ｂ
会
受
●
に
て

承
り
ま
●
の
こ
　
そ
う
ら
の
力
ｔ
こ
「
卜
下
さ
い
．

第
２４
回
独
奏
演
奏
会

メ
イ
シ
ア
タ
ー
に
て
開
催
〃

ス
る
ら
日
五
日
（―
）
Ｌ
「
な
●
●
●
±
演
〓
会
は

■
，
―
不
■
の
■
●
味
を
薬
Ｌ
め
る
●
員
会
■
●
．

■
回
は
，
‘
●
ソ
リ
ス

」
●
出
口

一
■

」
た
。
Ｏ
Ｂ

●
万
　
来
年
は

ちヽ
ら
の
万
■
よ
う
ｔ́
■
″

Ｌ
ＩＩＩ
薔

一
■

“

（７
舶
）

平
成
３
年
４
月
■
日
、
■
遭
●
ン
●
●
近
よ
さ
´
ま

Ｌ
た
。
こ
冥
福
を
あ
■
り
致
し
ま
●
．

″島
`腋
った

‐
grl一

ヽヽゃ、 Al′0'ノ
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日
本
人
の
こ
と

鮮
漂
雛

第
０
期
　
　
一Ｐ
田
　
　
均

卒
業
“
／
年
Ｖ
ｌ
，
経
っ

て，
■
０

ギ
，
―
の
下
手
さ
で
は
た
に
Ｌ
ろ
省
な
，
■
　
●
輩

諸
氏

も
認
め
る
怠
，
者
で
あ
り
ま
―ン
た
だ
　
Ｆ
改
な

可
愛
が
ら
■
●
皆
の
迷
，
ｔ
顧
■
●
　
定
Ｏ
Ｌ
も
↓

■
さ
せ
て
頂

い
７
．ち
●
ま
し
た
。
■
●
最
●
■
躍
Ｌ

た
の
は
ｔ，
っ
ぱ
〓
コ
，
●
●
席
■
　
人
い
，
餃
“
ｒ

」
ゃ
ヽ
り
　
帰
路
な
ど
は
り
死
〓
な
っ
ｆ
■
ぅ
』
ホ

い
ｉ
ｔｉ
る
，
も
つ
な
●
に
　
い
っ
ぱ
ｎ
地́
球
は
回
っ

て
い
〓
●
ｒ
よ
い
一
・
●
●
実
感
Ｉ
こ
り
き
Ｌ
た
。

こ
ん
な
■
に
ｔ
飯
ｆ
●
父
親

（，
ば
●
さ
）
●
お
ｒｉ

初
″
で
つ
台
官
の
高
■
■
許
司
づ
ｔ，
■
´
●
　
〓
自

剖
長
Ｅ
電
話
で
直
談
判
し
て
い

し―
た
た
こ
し
■
．
”

■
コ
か
ら
ず

っ
と
共
学
●
っ
た
上
に
　
当
〓
●
■
■

部
と
い
云
ば
●
了
Ｌ
「
致
８

）
Ｏ
Ｈ
ら
ば
　
，
Ｔ
´

し
て
用
０
深
■
な
る
の
■
当
然
だ
っ
■
な
と
嗅
―
ン
●

Ｒ
Ｌ
出
さ
れ
ま
す
。

そ
■
●
こ
「
や
で
時
を
経
て
■
夕
　
ｔ
Ｌ
こ
●
ヽ
「

オ
て
し
ま
い
０
「
■
，
，
′
）
実
家
，
ら

一
●
こ
）
日
ｔ

の
本
屋
の
嫁
と
な
っ
た
次
第
■
●
．
ｉ
ｒ
●
ｔ
か
甲

本
屋
を
し
て
い
る
後
輩
ガ
ｔｌ
ｔ
，
ど
　
・
」
●
商
売
ｔ

沐
み
が
少
■
で
結
構
さ
っ
い
で
０
よ
■
。
当
方
は
鮨

推
園
関
係
の
用
昆
全
υ
も
扱
う
の
で
■
し
さ
は
二
〓

元
気
が
資
本
の
毎
日
な
の
で
あ
り
ま
す
。
■
の
両
親

と
も
適
当
Ｃ
●
つ
な
り
合
い
　
子
供
二
人
Ｌ
は
理
屈

の
ぶ
つ
か
つ
合
い
　
さ
て
肝
●
の
夫
と
は
い
な
が
●

ガ
Ｌ
ギ
Ｐ
Ｉ
を
弾
■
機
＾
■
●
●
　
以
前
“
よ

っ
な

情
熱
ｔ
感
Ｌ
ら
「
●
Ｉ
Ｏ
「
な
が
　
ｒ
ｔ
″
〓
Ｏ
Ｌ

ギ
，
―

こ
つ
鵬
わ
嗜
′．
引
き
，

，
て
い
る
よ

つ
ｒ
ｌ，

思
わ
●
４
．
子

′―，
な
Ｔ
Ｌ
，
Ｉ
Ｌ
゛
■
，
ち
＝
い
１１‐

ｒ
■
る
　
「

イ
″
．■
●

¨
■

，
．

●
●
Ｌ
　

ｔ

，
４
●
■
』
．

ヽ
「
婚
“
――
に
出
０
，
Ｉ
卜
●

ス
バ
イ
●
ヽ
■

´
■
●
　
．　
十

い
０
¨
■

卜
■
・●

●
●
●

‐，
″

●
占
ｒ
■
●
一
＾
′
「
　
ｒ

不
●
■
●

「
■
．
■
■

●
”
Ｌ

■
田
〓
ｎ
出
●
〓
■
●
Ｉ

●
１

１１１１
●
＋
ぼ

一

つ
■
　
●
■

●
■

帳

●
〓
ｔｉ
■
“

‐―‐
“
，

‐．
●

¨
■
１・
Ｉ
Ｆ
●
●
■
，
　
―
，
―
―――
●
凩
戸
¨
　
，

た
，
■
■
一思
，
．
■

――‐
イー
ー
●
１１１
ｒ
●
　
仲
―‘
―
卜
´

十
八
オー
，、
■
７
１‐
４
１
オ
Ｌ
Ｌ
，
■
，

ｔｌ
■
．
Ｌ

，

●
¨
■
は
，
，
―
を
い
　
」
Ｌ
い
．
”
Ｌ
．■
オーｌ
ｒ

‘，，

＋，
「
″
　
　
〔
●

″
Ｆ
ｌ
●
門

、

一，
一●
　
■
の
中

Ｆ
　
一人
■
出
人
■
●
“
０
　
一ｒ
Ｌ
●
Ｌ
Ｌ
■
崎
■
に

Ｆ
門
●
■
，
　
十
●
輌
■

，
●
」
　
一‘
■
●
――
“
＝

●
■
相
●
い
　

●
●
‘
¨
■
■
い
¨
―
●
局
′‐
網
′‐，

一
ヽ
卜
●
■
ｒ
頑
キ

ー
■
”
戸
―
■
．
“
け
●
ｒ
ｒ

，
●
　
■
●
１１１
Ｗ
言
■
〓
●
■
１
７‐
１，‐
●
に
ろ
Ｌ
‘

●
■
・　
Ｌ
「
げ
■
■
は
，
Ｗ
，
Ｈ
　
●
”

，
■
■
分

ｌｉ
■
別
〓
な
の
で
¨
喧
■
●
．
イ
■
改
０
■

，
ガ

四
十
ｔ
■
ば
ｒ
■
つ
■
●
Ｌ
●

格
ｌｔｉ
い
る
―
■
人
気

●
ｒ
　
子
■
Ｌ
嘱
庵
者
，
い
ｒ
卜
●
‘
お
り
●
り
．

■
別
月
は
□
ζ
サ
●
　
ド
・●
■
●
¨
ｔ，
い
●
ヽ
「

ス
ベ
イ
ン
で
出
会
っ
た

る
Ｌ
　
学
ウ
ス
ペ
イ
ン
ヘ
渡
り
，
ラ
ナ
，
の
高
楽
院

Ｃ
■
タ
ー
な
，
●
サ
■
で
あ
る
と
の
こ

こ
．
観
光
業

「
ぼ
″
ル
バ
イ
に
な
の
だ
そ
う
だ
０
　
こ
の
間
だ
け

で
ヽ
「
し
，
●
日
本
人
●
４
，
５
人
い
る
Ｌ
彼
は
三

，
．
イ
ん
な
話
を
す
る
０
う
に
■
タ
ー
と
い
う
共
通

点
の
あ
な
げ
０
　
私
た
ち
は
彼
と
り
っ
０
つ
仲
良
●

な
っ
ｒ
し
よ
っ
ｔ
の
で
あ
る
．

イ
の
日
の
フ
ん

マ
メ
■
ル
　
ロ
ペ
メ
民
の
ギ
フ
ー

■
パ
ヘ
行
こ
う
と
い
う
こ
Ｌ
に
な
っ
た

（皆
さ
ん

′
力
●
Ｌ
′
●
う

‘―　
に
し
う
０
●
さ
‘
●
■
●
■

●
１‐
●
Ｃ
●
●
．

―
　
イ‐
ｒ
　
■

一
●

，

一
Ｌ
に
卍
来
■
ド
デ
“
イ
ロ

∴
耐
ｒ
ｉｌ
●
　
ヽ
“
う
●
■

ヽ
■
中
「
●
末
‘
ヽ
だ

、
た
●
こ
′、
‘
「．●
●
パ
し
い
つ
で
●
．
本
岸
●
こ

に
■
吉
耐
■
●
¨
●
こ

´
〓
ゃ

い
――
‘
い
な
な
■
「

●
´
　

■́
●
■
●
Ｌ

‐，

し
っ
Ｏ
Ｌ
，
ヽ
●
は
「
）
。

”
り
，
め
の
な
い
●
亭
で
■
●
■
■
■
「
Ｌ
　
読
き

の
「

‘、

ん
　
，
●
■
■
気
で
呂
円

．
□
分
●
●
を
，

て、
こ
“
″
‐●

■
●
〓
り
０
よ
う
●

“
皇
よ
つ

マ
，
■
■
　
ロ
ベ
ス
っ
て
ヽ
，
Ｉ
る
，
）
。
そ
〓
は

ア
ル
●
ン
フ
ラ
宮
殿
近
く
の
■
¨
ヽ
．
ロ
バ
ス
■
は

，
０
，
‐
‐
ル
フ
し′
ン

ヽ
●
下
宿
●
る
●
■
Ｉ
Ｌ
の
大

屋
さ
ん
な
の
だ
そ
う
●
．
そ
こ
ｒ
・の
こ
と
は
，
■
ｔ，

Ｅ
に
〓
０
●
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
無
愛
ｒ
な

が
ら
　
．言
葉
の
０
か
ら
な
い
■
と
二
に
身
振
り
手
振

り
で
話

」
ガ
，
て
■
■
る
Ｌ
■
ョ
ー
ル
　
ロ
ペ
ス
．

自
慢
の
腕
前
を
表
露

´
て
●
４
■
役
と
　
そ
の
傍
ら

で
口
え
０
金
霊
の
■
人
．
●

″
■
ｔ
楽
し
い
０
と
こ

ロ ロ|ロロー
^

驚

鷲

●

〓
鶯

〓

一言
〓
〓
警

=

■
で
あ
う
た
。

彼
生
卜
〓
つ
翌
日

■
ｎ
ｔ
．
＋‐
「
■
う

〓
こ
ｔ
ｒ
Ｌ
●
〓
う

〓
思
う
．
　
）０
し
■

，

―
を
輌
Ｌ
‘
‘
●

ち
し
ｔ
，
ら

〓
の
ほ

●
●

一
■
●
Ｌ
〓
争

―１１
　
■
と
，
●
Ｌ
●

中
に
し′
，
，
り

●
■

■
込
ま
●
自
さ
想
い

ど
と
，
っ
●
．
異
□

●
荀
●
僣
は
，
ｔ
，ギ

，
―
を
，ｐ
●
●
，
こ

い
う
０
た
う
う
０
．

機関紙に対する

こ意見。こ要望は
～下記まであ気軽 こ～

●住所変更をされた方も
こ連絡お待ちしております。

6期  上田 新平

9期  高本 健児


